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生活科指導法Ⅱ
一生活科の学習において子どもの気づきを生かす活動と支援についての一考察―
白 樫 静 枝
はじめに
生活科では、子 どもたちの 自由な発想や創造力、良さや可能性 を十分生か しなが ら、学習を進
める。学習 してい くなかで、子 どもたちの主体性を軸に した活動力を基盤 に しなが ら「ね らい」
に向かい、子 どもたち自身が活動を生み出 し、創 り上げていく。だか ら教師は、子 どもたちの育
ちを子 どもの内面まで食い込んだ看取 りをしなければならない。その上で、子 どもたちの思考力
や想像力を豊かに し、発展性のある活動に展開できるよ う支援 してい く必要がある。その支援は
い うまでもなく発問や、指示 と異な り、子 どもたちの `気づき'を促 し、関心 0意欲を高めるも
のでなくてはな らない。したがって、教師の既存 知識や体験を一方的に教え込むのではなく、子
どもたちの思考や活動に寄 り添いなが ら、支援者 としての教師の位置を明確に持って、適切な支
援をしてい くことが重要である。その支援のあ り方によって、子 どもたちの活動の深ま りや広が
りは全 く違ったものになる。それだけに教師の子 どもたちに対す るかかわ りは、今まで以上に求












学習に結びつ く気づきが生まれ るのは、条件があると考えられ る。その条件を教師が どのよう
に満たすかで活動の内容が違って くる。その条件を次のように考えてみた































① 子 どもたちの興味・関心がどこにあるか常に複線的、複眼的、複合的な視覚で見取 り生き
生きした活動に心がける。
② 活動をマンネ リ化 した り、パターン化 したりしないことに気をつける
③ 活動計画を子どもたちの発想や創造や行動に寄 り添い柔軟に考える
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|こ l鶴たり、予供 ・メ、 ^′ムの実態を的確に把握じておくことがより重要なポ、イントであ轟と考え
ているψこのことを賠ま式_な いと一人一人の子供が思しヽや藤いを持って、ほかも子機自身が単
元鎌躍的に向かって主外的に学菅を展開して くヽ ことに重点を置しれてヽヽ轟本校鉾授業で |ま 、適
切な支援をすることができないからである。





























実際に教師の気づきや配慮によつて どのように活動が展開す るのか。 さらにその活動が どのよ
うに広が り、深まってい くのか具体的な事例で探つてみる。
(事例 1)春か ら育てていた朝顔が、実を結びすっか り枯れて しまった。子 どもたちは、その
朝顔か ら種を取 り、枯れて しまった朝顔を引き抜 こうとした。 ところが、根本に、緑の双葉が
ひつそ りと生まれ出ていた。それに気づいた子 どもたちが、「抜 こうか」「抜 くまいか」迷って
いた。その様子を見て教師は、「抜いちや うの ?」 と言葉をかけた。つま り支援である。それま
で迷つていた子 どもたちは、「先生、また花が咲 く ?」 と尋ねる。「どうか しらね、本当に咲 く
か しらね ?」 子 どもたちか ら、「咲 くよ」「咲かないよ」意見続出 した。咲 くか咲かないか実験
してみることになつた。「朝顔は、夏咲 くか ら寒 くなるときは無理だよ。」「お じいちゃん ところ
にあるビニールハ ウスみたいに朝顔 をビニール袋で覆ってや ると寒 くないよ。」「でも屈、できな
くて死ん じゃ うよ。」「穴を開けてやればよいのではない。」「、「そこか ら冷たい風が入つて く
るよ。 ……」等々。 (1年生の事例 )
しか し、興味を持った子 どもたちの活動は止ま らなかつた。結局、子 どもたちの総意で 「花が
咲 くか」「咲かないか」育ててみることに決定 した。子 どもたちか ら次の命題が生まれた。そこが
面 白いところだが、意見を集約す ることに した。つま り、「花が咲 くと思 うグループ」「花が咲か
ない と思 うグループ」に分かれて、世話をすることになった。 この二つ意見の違いを生んだおか
げで、その後の活動が連続 して展開 したのである。結局、花は咲かなかった。 しか し、子 どもた
ちは活動か ら確実に 「学び」、科学的なものの見方考え方の基礎づ くりを担った といえよう。
このよ うに、子 どもたちが、何気なく見過 ごしていた周囲の事象や環境に驚きの眼を持ってか
かわる機会を持った とき、気づき、興味・関心を抱き、子 どもの 目がかがや く。 しか し、その時





子 どもたちは朝顔を通 して科学的な気づきを生みだ した。その後、冬まで朝顔 を大事に育てたが、
花は咲かなかった。 しか し、子 どもたちの科学的な気づきは凄いものがあった。その切つ掛けと
なったのが教師の支援である。そのために、教師は、常 日頃か ら子 どもたちのつぶや きや気づき
に注意を払つておかねばな らない。
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子 どもたちは、大金をえた。 このことが教育上よいことかどうかを、判断する前に、ここで先
生は金銭教育に結びつけるような支援 をした。 この益金をどうす るかいろいろの意見がでた。間
引きした小 さな大根は、お うちで味噌汁に してもらった。
(伏線 1)
二十 日大根を作 りま した。雨の 日も風に 日も畑に見に行 きま した。芽が出ま した。大根は畑
いっぱい生えま した。先生が強い大根にす るためには、「間引きが必要だよ」 と話 しま した。
しか し、どうしてもかわいそ うで間引きできない子 どももいま した。そこで、教師は、「間引
きした くない人は、そのまま育ててごらん」 と子 どもの考えを支援 しま した。間引きした子
どもたちは、小 さな赤ちゃん大根の葉っぱを自宅に大切に持って帰 りま した。大根は、お う
ちでお母 さんに味噌汁に してもらいま した。そ して間引きした大根はぐん ぐん大きくな りま
した。間引きしなかった大根はひ ょろひ ょろで した。子 どもたちは間引きの必要性について
身をもつて体験 したのです。そこで、先生は、すか さず 「命の大切 さ」を学習す ることに し
ま した。大事に育てた、大根はた くさん出来ま した。一部は自宅に持つて帰 りま した。一部
は、大根サラダにな りま した。残つた野菜は話 し合って売ることに しま した。先生は、そこ
で子 どもたちの意欲 をそがない とい う勇気ある決断をしま した。予想 どお り、それか らの活
動は、教師が思つても見なかった方向へ発展 しま した。子 どもたちは、そのために、売 り方
をマーケ ッ トに野菜の並べ方や、値段の付け方等を自分たちの意志で見学に行きま した。途
中の交通等の安全にも十分気をつける約束をメモ しま した。一つの 目的に向かつて子 どもた
ちは自ら行動を起 こしたのです。その結果、なん と、一万数千円の利益を上げま した。計算
係は大変ですが文明の利器があ ります。その利益で、パーティーの計画を立てま した。パー
ティーには、畑の先生や校長先生を呼びま した。そのために、招待状や発表のためのシナ リ
オもプログラムも作 りま した。サラダも作 りま した。お土産 も創 りま した。音楽係 もいます。
演奏す る曲目の選定から会場の飾 り付け、みんな自分たちの力で、みんな主役のパーティー
です。それでもまだまだお金は残 りま した。一部は次の種を買いま した。
(伏線 2)
その頃新 しい体育館が出来上が りま した。 このきれいな体育館で学習するために何か 自分た






















このことが、子 どもたちの活動につながった。話 し合いの結果、子 どもたちは鏡 を 「体育館 さ
ん」へ送ることにした。子 どもたちにとつては、体育館は単なる体育館でないことがよくわかる
事例である。物 との関わ りが、自分 自身 と向き合った関わ りである り、無機質の鏡であっても、い
つの間にか 自分の分身 とな り、命 を込めて しま うところに子 どものす ごさ、純な魂 を視 るのであ
る。教師の支援は、子 どもの活動をこのような子 どもの魂まで食い込んでいける力を持っている。
改めてそのことに注 目させ られた一件であった。 この とき、現金を扱 うとい う危険性を感 じなが
ら、あえて、子 どもたちを丸 ごと信 じ、活動を支援 した教師の力量、子 どもを見る目の確か さ、
懐の深 さに感動せ ざるをえない。子 どもたちは、みんなの話 し合いを受けて、鏡を買いに意気揚々
と出かけた。 しか し、子 どもたちにとつては大金の大金でも、体育館にあ うような大きな鏡が買
えると思って出かけた ところが、何 ともいえず愛お しいのだが、教師は黙って見守ることに した。
実際に校区の中のお店で鏡 を見てびつくり、大きな鏡 を買 うにはお金が不足する。子 どもたちの
中の金銭感覚にはない金額である。子 どもたちは、買 うか、買わないか葛藤 し、相談する。 {ど う
してもこれに したい。}で もお金はた りない 。・。 日頃か ら (日 頃か らが大切なのだが)お店探検
や、町探検で親 しくなっていたお店だったのでその様子を見ていたお店の人が、 しばらくたって
か ら「お じちゃんもみんなの仲間に入れてくれ るかな ?」 と申し出られた。最初は、ぽかん とし
ていた子 どもたちも、お じちゃんの言葉の意味がわかると喜んで飛び上がった。子 どもたちとお
じちゃんの名前を書いて、お手紙添えて体育館に送 りま した。1年生でもお金が どんなに大切か、
また人 との関わ りが奇跡を生むんだ とい うことに気がつきま した。 しか し、この活動には、大き
な落 とし穴もあることを教師は十分把握 してお く必要がある。教師の授業にかける意気込みや、
子 どもたちの豊かな感性を信 じきる教師 としての力量を遺憾なく発揮出来た事例である。
(伏線 3)
ミニ トマ トを植 えま した。真っ赤でおい しい ミ
マ ト以外のものを育ててみたい と考えた。 ミニ
実験 してみたいのです。 (1年生の事例 )
ニ トマ トが枝 もたわわに実 りま した。 ミニ ト
トマ ト作 りが成功 したのでまた、他のもので
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(2学生 )
計算できるかな? 招待状を出そ う 飾 り付け出来たよ
ミニ トマ ト作 りか ら「野菜作 り」へ と発展 した活動であるが、 1年生 と 2年生ではその伏線 と
なる基盤が全 く違 う。学習材は、同 じ野菜でも 1年生の体験で学んだその伏線 を受けて全 く違っ
た活動になる。学習材は同 じ野菜でも、その伏線になる体験を受けて、全 く違った活動になつた。
1年生の活動では、最後に鏡 を送 り終了 したが、 2年生の活動の ときより、より多 くの支援が必
要であつた。 2年生になると、ほとん ど自分たちの活動 として 自分たちで学習を展開出来るほど
の 「学び」が成立 していた。 1年生の活動 も子 どもたちの主体性が基本であるが、活動全体の終
了までに時々の素晴 らしい ドラマ と長いスパンのス トー リーを作 り出 していつた。何 より、子 ど
もたちの 目が輝 き「やった」「出来た」とい う満足感や充足感で会話が弾んだ。それは、家庭や地




















以上の活動事例のように、子 どもたち自ら活動を展開 してい く生活科では、子 どもの “気づき"
に教師の的確な支援がなされ ると活動はスパイラルに高ま り、広め、深ま りなが ら、いつの間に
か教師の思いや、願いより遥かに高い “学び"に到達 し、 日常生活の中で知恵 として継続 されて
いく。そこが今までの教科 と違った生活科学習のす ごさではないかと考える。そこでは、子 ども
たちの消極的な学習態度は見 られず、明るく、活発で、能動的な子 どもの本来の姿を見ることが出
来る。したがつて、生活科の学習に取 り組んでいる子 どもたちの 目は輝 き、行動には活気があ り、
思考 した り、討論 した りす る中で子 ども同士の関わ りが深まっていく。子 どもたちの関心は、身
の回 りすべてに向くようにな り、より多 くの人や、 自然現象、動物等への気づきが見 られた。今
まで見逃 してきた些細なことにも驚 きを持って見、そこか ら新たな発見 とな り、他者 と感動を共
有できるようになる。気づきはさらに広が り、多様な活動を生み出す。教室を飛び出 してい く生
活科では、子 どもの気づきは多岐にわた り、生活者の知恵や、生きて働 く学力としての “学び "











マーケ ッ トを見に行 こう
支援 調べてみた ら




















白 樫  青争 本支
Ⅳ ま と め
活動の展開中に、教師の支援はなるべ く少ない方がよいが、活動の展開が子 どもサイ ドで流れ
るとき、子 どもたちは知 らず知 らずの うちに、一つのス トー リーを作 りなが ら時時の ドラマチィ
ックな出会い と、気づきを繰 り返 して素晴 らしい活動を自分たちで高めてい く。教室の座学では
味わえない充足感である。 これが 2年生 ともなると、 さらに活動は子 どもサイ ドで展開され、広













② 四季の生活科 (1996冬 )
③ 子どもが燃える
先生が燃える
火の国かもえる
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